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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月25日(2019.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）羽毛とアルキルポリグルコシドの溶液を混合する工程、および
　（ｂ）余剰の液体を除去する工程
を有することを特徴とする、羽毛の洗浄方法。
【請求項２】
　（ｃ）羽毛を乾燥する工程
を有する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記乾燥工程を少なくとも１００℃で行う請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　羽毛とアルキルポリグルコシドの溶液を混合した後に第４族金属塩の溶液を加える工程
を有する請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　撥水処理剤を加える工程を有する請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記アルキルポリグルコシドの溶液及び前記第４族金属塩の溶液を、羽毛に同時に加え
る請求項４または５に記載の方法。
【請求項７】
　前記アルキルポリグルコシドが、式（Ｃ６Ｈ１０Ｏ５）ｎ（式中、ｎは少なくとも１で
ある）で表される親水性端部と、炭素数４～２０のアルキル基からなる疎水性端部とを有
する請求項１～６の何れかに記載の方法。
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【請求項８】
　前記第４族金属がチタン、ジルコニウムまたはハフニウムからなる群より選択され、且
つ前記第４族金属の塩がカルボン酸塩である請求項４～７の何れかに記載の方法。
【請求項９】
　前記カルボン酸塩が、酢酸塩、アセチルアセトネート、アクリル酸塩及び乳酸塩からな
る群より選択される請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記カルボン酸塩が酢酸ジルコニウムである請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記羽毛が、１００℃～１６０℃に加熱される請求項１～１０の何れかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記第４族金属塩の溶液が、前記撥水処理剤の一部を形成している請求項５～１１の何
れかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記撥水処理剤が、ワックス、シリコーン、ステアリン酸－メラミン系化合物、反応性
ポリウレタン、デンドリマー化合物、及び疎水性アルキル鎖フッ化化合物から選択される
請求項５～１２に何れかに記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１～１３の何れかに記載の方法で調製された羽毛。
【請求項１５】
　請求項５～１３の何れかに記載の方法で調製された撥水性の羽毛。
【請求項１６】
　下記のものを含むことを特徴とする、ダウン及び／またはフェザーに撥水性を付与する
洗浄用組成物：
　ポリグルコシドの溶液；
　第４属金属のカルボン酸塩の溶液であり、該第４族金属がチタン、ジルコニウムまたは
ハフニウムからなる群より選択され、且つ該カルボン酸塩が、酢酸塩、アセチルアセトネ
ート、アクリル酸塩及び乳酸塩からなる群より選択される；
及び
　撥水処理剤。
【請求項１７】
　前記アルキルポリグルコシドが、式（Ｃ６Ｈ１０Ｏ５）ｎ（式中、ｎは少なくとも１で
ある）で表される親水性端部と、炭素数４～２０のアルキル基からなる疎水性端部とを有
しており、前記撥水処理剤が、ワックス、シリコーン、ステアリン酸‐メラミン系化合物
、反応性ポリウレタン、デンドリマー化合物及び疎水性アルキル鎖フッ化化合物からなる
群より選択される請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　下記のものを含むことを特徴とする、羽毛の洗浄及び撥水処理用のキット：
　（ｉ）式（Ｃ６Ｈ１０Ｏ５）ｎ（式中、ｎは少なくとも１である）で表される親水性端
部と、炭素数４～２０アルキル基からなる疎水性端部とを有しているポリグルコシドの溶
液が収容された密閉容器；
　（ｉｉ）第４族金属塩の溶液が収容されている密閉容器であって、該第４族金属が、チ
タン、ジルコニウム及びハフニウムかなる群より選択され、その塩が、酢酸塩、アセチル
アセトネート、アクリル酸塩及び乳酸塩からなる群より選択されたものである密閉容器；
　（ｉｉｉ）ワックス、シリコーン、ステアリン酸‐メラミン系化合物、反応性ポリウレ
タン、デンドリマー化合物、及び疎水性アルキル鎖フッ化化合物から成る群より選択され
た撥水処理剤が収容された密閉容器。
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